
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
「
臨
時
休
校
」
で
３

月
・
４
月
の
授
業
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
各
校
と
も
「
夏
休

み
」
を
短
縮
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
が
、
本
当
に
そ
れ
だ

け
で
足
り
る
の
で
し
ょ
う
か
。

他
県
で
は
「
休
校
延
長
」
の

動
き
も
あ
り
ま
す
。
仮
に
５
月

も
休
校
と
な
れ
ば
、
予
定
さ
れ

て
い
る
「
教
育
課
程
」
を
大
き

く
変
更
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

特
に
「
究
極
の
詰
め
込
み
」

と
い
わ
れ
る
「
新
学
習
指
導
要

領
」
が
本
格
実
施
さ
れ
て
い
る

小
学
校
は
大
変
な
状
況
で
す
。

下
の
図
に
示
す
よ
う
に
、
教
科

書
の
ペ
ー
ジ
数
は

10
年
前
よ
り

30
％
増
え
て
い
ま
す
。
「
教
科

書
の
内
容
を
す
べ
て
取
り
扱
う
」

と
い
う
考
え
を
変
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

学
校
・
地
域
で

工
夫
し
ま
し
ょ
う

「
教
育
課
程
の
編
成
権
は
学

校
に
あ
る
。
」
と
文
部
科
学
省

も
教
育
委
員
会
も
認
め
、
「
学

習
指
導
要
領
」
の
冒
頭
に
も
ず
っ

と
明
記
（
「
総
則
」
の
冒
頭
・

左
上
資
料
参
照
）
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は

「
法
的
拘
束
力
を
も
つ
」
と
さ

れ
る
「
学
習
指
導
要
領
」
で
、

学
校
の
教
育
内
容
は
が
ん
じ
が

ら
め
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
新
指
導
要
領
に
は
新

た
な
項
目
（
左
上
資
料
下
線
部
）

が
新
設
さ
れ
、
「
地
域
や
子
ど

も
の
実
態
に
応
じ
た
教
育
課
程

を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」

と
変
わ
り
ま
し
た
。
学
校
・
地

域
の
実
態
に
応
じ
て
、
教
育
課

程
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

昨
年
ま
で
の
内
容
に

戻
し
て
み
ま
せ
ん
か

臨
時
休
校
に
よ
り
学
習
す
る

時
数
が
減
る
こ
と
に
な
る
子
ど

も
た
ち
の
実
態
を
考
え
れ
ば
、

「
不
要
不
急
」
の
内
容
を
大
胆

に
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

少
な
く
と
も
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
増
え
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

一
考
が
必
要
で
す
。
小
学
校
英

語
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
本

当
に
小
学
校
で
必
要
な
内
容
な

の
か
、
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

全
国
学
調
は
廃
止
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
も
中
止
に

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

は
今
年
度
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
大
阪
府
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス

ト
は
試
験
範
囲
を
短
縮
し
て
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
２
つ
が
存
在
す
る
限
り
、

本
当
の
意
味
で
の
「
地
域
や
子

ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
教
育
課

程
」
は
編
成
で
き
ま
せ
ん
。

「
未
履
修
」
問
題
が
発
生
す
る

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
結
果

が
高
校
入
試
の
選
抜
に
影
響
す

る
か
ら
で
す
。

あ
ら
た
め
て
、
全
国
学
調
の

廃
止
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の

中
止
・
廃
止
を
求
め
ま
す
。
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中学校教科書採択に向けて
市民学習会（予定）
お話：永石 幸司さん

(子どもと教科書大阪ネット２１)
６月14日(日)13:30～16:00
和泉ｺﾐｾﾝ１階大集会室

子どもと学校を追い詰める「新学習指導要領」は抜本的見直し。｢チャレンジテスト」は廃止。

小学校学習指導要領（現行）「第１章 総則」

第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割

１ 各学校においては，教育基本法及び学校教育法そ

の他の法令並びにこの章以下に示すところに従い，児

童の人間として調和のとれた育成を目指し，児童の心

身の発達の段階や特性及び学校や地域の実態を十分考

慮して，適切な教育課程を編成するものとし，これら

に掲げる目標を達成するよう教育を行うものとする。

４ 各学校においては，児童や学校，地域の実態を適

切に把握し，教育の目的や目標の実現に必要な教育の

内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと，

教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていく

こと，教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を

確保するとともにその改善を図っていくことなどを通

して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の

教育活動の質の向上を図っていくこと（以下「カリキュ

ラム・マネジメント」という。）に努めるものとする。


